
北陸公衆衛生学会規約 

 

 

第１条  本会は北陸公衆衛生学会と称し、北陸３県（富山、石川、福井）の公衆衛生従事者の資質向上     

をはかり、公衆衛生の進歩発展に寄与するとことを目的とする。 

第２条 本会はその目的を達成するため、次の事業を行う。 

１．公衆衛生に関する各種業績の報告・検討のための学会の開催 

    ２．学会誌の発行 

    ３．公衆衛生に関する調査・研究 

    ４．その他、本会の目的達成のため必要な事業 

第３条 本会は次の会員により構成する。 

      １．普通会員    北陸３県に在住又は勤務し、公衆衛生に関心を持ち、本会の活動に参  

                加する者 

２．特別会員    普通会員以外で理事会が承認する者 

３．名誉会員    本学会に多大な貢献が認められ、総会で承認された者 

第４条 本会に次の役職員を置く。 

      １．学会長     １名 

      ２．理事長     １名 

      ３．理事      若干名 

      ４．評議員     若干名 

      ５．監事      若干名 

      ６．幹事      若干名 

第５条 学会長は理事会が選出し、学会総会を開催する。 

第６条 理事長は理事の互選により定め、本会を代表し会務を総括する。 

第７条 理事は評議員の互選により定め、会務を掌る。 

第８条 評議員は会員の互選により定め、会務を審議する。 

第９条 監事は評議員の互選により定め、会計を監査する。 

第１０条 幹事は理事長が任命し、会の運営事務を処理する。 

第１１条 本会に顧問を置くことができる。顧問は理事会の推薦により、理事長が委嘱する。期間は理事

長の諮問に応えるが、表決権は有しない。 

第１２条 学会長の任期は１年とし、その他の役職員の任期は２年とする。再任は妨げない。欠員が生じ

て補充した場合の任期は前任者の残任期間とする。 

第１３条 理事会は理事長が招集し、次の事項を審議する。 

１．評議員会に付議する事項 

２．評議員会より委任された事項 

３．理事長が必要と認める事項 

第１４条 評議員会は学会長が招集し、次の事項を審議する。 

１．総会に付議する事項 

２．総会より委任された事項 



 

第１５条 総会は学会長が招集し、次の事項を審議する。 

１．会務報告 

２．事業計画 

３．予算および決算 

４．規約の改廃 

第１６条 理事会、評議員会および総会の表決は出席者の過半数をもって可決し、賛否同数の場合は議長

の決定による。 

第１７条 本会の運営は会費その他の収入によって行う。会費は年間２，５００円とする。 

第１８条 本会の会計年度は４月１日から翌年３月３１日までとする。 

第１９条 第２条第１項の学会は毎年１回開催し、開催地は３県持ち回りとする。 

第２０条 学会開催の会計は理事会において別途協議する。 

第２１条 本会の設立は昭和４６年４月１日である。 

 

附 則  

この規約は、令和 3年 11月 4日から施行する 


